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本日お話しすること

〇 かながわ健康プラン２１（第３次）

☞ 未病センター

〇 神奈川県保健医療計画（第8次）

☞ 出前講座

☞ けんけつ健康相談薬局

〇 県の健康増進施策における薬局の役割
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かながわ健康プラン２１（第３次）について
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〇 かながわ健康プラン２１（第３次）では、「いのち輝くマグネット神奈川」の
実現に向けて、「健康寿命の延伸」及び「健康格差の縮小」を目指します。

〇 全ての県民が未病を自分のこととして考え、「食」「運動」「社会参加」の３
つを柱とする未病改善に取り組んでもらえるよう、関係機関、市町村等と連携し
ながら、個人の特性や状況に応じた健康増進施策の展開や、未病改善を気軽に実
践するための環境づくり等を推進します。

＜健康寿命の延伸＞

生活習慣病対策、生活機能の維持・向上等に取り組むことで、平均寿命を延ばすとともに、
健康寿命を延伸します。

＜健康格差の縮小＞
社会環境の質を向上することで、全ての県民が健やかな生活を送れるよう支援し、
健康格差を縮小します。

全体目標

基本理念



神奈川県の健康増進施策の特徴「未病改善」

「未病」とは？

未病・・健康と病気を二分論の概念で 捉えるのではなく、
心身の状態は「健康」と「病気」の間を連続的に変化する
ものとして捉え、この全ての変化の過程を表す概念

未病改善・・心身の状態の変化の中で、特定の疾患の予防にとどまらず、
心身をより健康な状態に近づけていくこと
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神奈川県の健康増進施策の特徴「未病改善」

未病改善を「自分ごと」として捉え、

自らの行動変容（生活習慣改善）を促すことで健康寿命延伸を図る。
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未病改善の取組



・ 県民の皆さまが手軽に自らの身体の状態をチェックできる。
・ 専門家（保健師、薬剤師など）のアドバイスを受けられる。
・ 未病改善に関する情報を得られる。
・ 市町村や企業が運営しています。

未病センター

未病センターずし市役所 未病センターかまくら

身近な場所での未病改善：未病センター
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県の健康増進施策「未病センター」



身近な場所での未病改善：未病センターの設置

利用できる測定機器の例

血管年齢計、体組成計、血圧計、ヘモグロビン量測定器、脳年齢計 など

無料または実費で測定可能。
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県の健康増進施策「未病センター」

【薬局による設置例】

・ウエルシア薬局(株)

・クオール(株)

・(株)イノベイションオブメディカルサービス

・(有)林間薬局

・日本調剤(株)
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・ 県及び市町村は、患者や家族が身近に相談で
きる「かかりつけ薬剤師・薬局」を持つことを
通じて健康寿命の延伸のためのセ ルフメディ
ケーションの大切さを認識してもらい、県民が
主体的に医療に関わっていくよう、普及啓発に
取り組みます。

・ 県は、薬剤師会等が行う、かかりつけ機能を
有する薬局を推進する取組に協力 し、「かかり
つけ薬剤師・薬局」の普及・定着を図ります。

神奈川県保健医療計画（第８次）

かかりつけ薬剤師・薬局の促進
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県の健康増進施策「出前講座」

出前講座：薬局の「健康サポート機能」

【事業内容】

・県薬剤師会に委託

・自治会や老人クラブ等の団体が開催する講演会や

セミナーなどに薬局薬剤師を講師として派遣。

・薬局における「健康サポート機能」「かかりつけ

薬剤師・薬局」機能などや、お薬にまつわる疑問

などについて説明を行い、自身のセルフケアに役

立てていただく。
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【実績】

・年間３０件

・自治会、老人クラブ、ＮＰＯ等開催する講演会等

に派遣

【意見・評価】
・普段聞けないことを教えてもらえた
・薬局薬剤師に、健康相談だけしてもよいことを知
らなかった

・講師が近くの薬局にいるなら、相談に乗ってもら
おうと思った

県の健康増進施策「出前講座」

出前講座：薬局の「健康サポート機能」
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薬局献血ルー
ム

自宅

検査結果の見方
生活習慣の工夫
受診勧奨等

県の健康増進施策「けんけつ健康相談薬局」

けんけつ健康相談薬局

【事業概要】

内容：献血を通して、地域住民が、薬局においてセルフケアを実践する

ことができるような仕組みを設ける。

効果：献血者の複数回献血への動機づけ・セルフケアの必要性の認識
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県の健康増進施策「けんけつ健康相談薬局」

けんけつ健康相談薬局

【概要】

・実証モデル地区：海老名市・厚木市・大和市・綾瀬市

・対象者：「海老名献血ルーム」での献血者

＊上記以外での献血者が相談に来た場合でも相談応需

・相談対応薬局：モデル地区内の協力薬局

・実施期間：令和6年１１月~令和２年２月

【事業実施主体】

・県薬剤師会、日本赤十字県血液センター、県（薬務課）
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血液C
案内チラシの配架、案内チラシの手渡し、
献血グッズの配布

県薬剤師会
県薬会員薬局の協力依頼及び参加取りまと
め、参加薬局との連絡調整（啓発グッズの
配布・アンケート結果の収集）

県（薬務課）
事業実施コーディネート、啓発グッズの作
成、事業実施における県民対応

【役割分担】

県の健康増進施策「けんけつ健康相談薬局」

けんけつ健康相談薬局
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県の健康増進施策「けんけつ健康相談薬局」

けんけつ健康相談薬局

【実績】（2月上旬現在）

・１００件超

【効果】

・3月にとりまとめ

問１ ご自身の血液検査結果について、薬局で何を
相談したいと思って来局されましたか？

問２ 薬局での健康相談について、役立ちましたか？

問３ 今後、薬局でご自身の健康について相談したい
と思われましたか？

問４ あなたは、この事業をどこで知りましたか？



県の健康増進施策における薬局の役割

☞ 健康寿命100歳の実現に向けて、セルケア・セルフメディ

ケーションの認識を浸透させていく必要

☞ 県民が住まいの身近な場所で、健康増進の認識を向上させる

インフラとしての役割

ご清聴ありがとうございました
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県は、薬局・薬剤師と連携して、県民の健康増進施策
を進めていく
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